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図-7.4 自然再生地の民有地 

図-7.3 課題とその原因 

 

7.2 現状の課題とその原因 

現状で考えうる自然環境に対する課題とその原因について、図-7.3 のフローにまとめた。大きな課題
は、下記の 3点であると考えている。 
① 現在豊かな樹林地となっている池周辺部分はほとんどが民有地であり、造成等による改変が懸念さ

れる。 
② 乾燥化により池を中心とした湿地が減少してきている。 
③ 池周辺に発達した樹林地が高木・壮齢樹化することによる極相化（単調化）してきている。 

旧流路 

：民有地

自然環境の単純化

本川の河床低下による落差の拡大

地下水位の低下 本川水の冠水頻度の低下 池への土砂の堆積 その他
・周辺農地のかさ上げ
・農業用水の使用など

湿地の乾燥化

樹林地の高木・壮齢樹化
-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

28.8 32.8 36.8 40.8 44.8 48.8 52.8 56.8 60.8 64.8 68.8 72.8 76.8 80.8

距離(km)

最深河床高A，Pｍ

1927（昭和2年）

1954（昭和29年）

1964（昭和39年）

1974（昭和49年）

1984（昭和59年）

1993（平成5年）

2002（平成14年）

笹目橋 秋ｹ瀬取水堰

治水橋
入間川

市野川

和田吉野川
荒川大橋

武蔵水路

明戸サイフォン

秋ケ瀬堪水域

図-7.5 最深河床高縦断図（荒川縦断面図等） 

昭和 20 年代から 50 年代にかけて、荒川で盛んに行われた川砂の採掘により河床が著しく低下
したものと考えられている。また、昭和 50年代以降では、河床低下の度合い全体的には安定化し
ているものの、一部では現在も進行しているものと考えられる。 

図-7.6 河床の変化量の推移（全地点の平均） 
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